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1　は　じ　め　に

大豆の／暮：市・収最の咋次変動は，連作棚で人きいことが

櫛淵らによって報告されている1）。生育収娘の変動要因を

上蟻の水分面から明らかにするため，1988咋と1989年の2

か年間，山芽期から本妻3農期までの生育初期段階におけ

る過視の影響を，大＿はの連作土と初作目の水山上を比較し

ながら検討した。

2　試　験　方　法

（1）供試仁域：適作－L（1988印は4年H．1989年は12昨

日），水田仁（初作目），細粒灰色低地し。

（21ポットの大きさと上の兢：1／200（アール，上塊

2．8kg，細上11．3kg，ただし水山上の細上は10．3kg。

（3）試験区の構成

試 験 区 名 処 理 時 期
処　 理　 期　 間 処理期間の 日平均気温 （℃）

1988 年　　　　　　 1989 年 1988 年　　　　 1989 年

¢）無処 理区

（卦 1 葉 区 出芽期か ら 1 彙期 まで 17 日（6／3 ～ 20 ）　 12 日（6／24 ～ 7／ 6 ） 17．3　　　　　　　 19．1

⑨　 3　葉 区 出芽期か ら 3 糞期 まで 23 日（6′3 ～ 26 ）　 18 日（6／24 ん 7／12 ） 18．4　　　　　　　 19．8

（4）卜壌過鮎の方法：水深20cmの水槽にポットを＿仁壌別

に処理（ポットの地表から約8cm）。無処理区は水深2．5～

3．5cm。処理区も処理後は無処理区と同じ管理をした。な

お，降雨防止はパイプハウスの屋根にビニールを張った。

（51供試品挿：タチユタカ（晩小樽）

（6）反覆致∴　3反覆

け）耕挿概要

1）播種期：1988咋5月28日，1989年6日1611

2）施肥II巨N－0．5．1㌔05・K20名1．5g／pnt

3）稲rr措：根粒齢接種・挿r5kg、－1たり50g，l・

勝農協連製造のAlO17楓。

4）lポットの什立て本数：1988年2本，1989年3本。

3　試験結果及び考察

（1）1988年の結果

l）生育星：調査結果は表1のとおりである。7月211

についてみると連作卜の場合．1薬区と3度区は無処理区

より草丈と地上部乾物垂はやや人きく過混処理で生育は促

進した。しかし，7月29日ころからは生育の抑制傾向が現

れ．1斐区と3費区の草丈は短く，1次分枝数・lミ茎の度

数・節数等は少なく，茎も細い。9月3日には連作t二の¢

丈は3葉区で短く，l次分枝数とlミ茎節数は1柴区．3葉

区とも明らかに少なく，茎も細くなっている。一一一万，水M

Lの場合．7月2日の調査では3度区の草丈がわずかに短

く，地上部乾物重も軽い。しかし，7ノ】29日以降は無処刑！

区より／L帝は良好となった。

2）成熟期の形態及び収揖構成要素：表2からみると

連作上では無処理区に対し1度l采，3度区ともl二茎長が短

く，l次分枝数，主茎節数が少なめで，茎も細い。また，

英数は苦しく少なく．無処理区の67～73％。百粒重はl葉

区で軽く，3葉区は無処理区灘であった。1－－万，水山上の

場合，英数・1英托数・日精重等は無処理区に優り，英数

は33～51％増加した。

3）収1：表2のとおりで，適作－l二の場合，撫処理区

に対し．1柴区．3度区とも仝重・茎重及び根重は明らか

に掛、。子実重の構成割合を一二‾茎と分枝に分けてみると撫

処理区の協和ま分枝が48％であったが．1度区と3度剛は

22－30％と低く，分枝発叫の盤さが大きく影響している。

次に水mLの√実垂をみると1葉区．3葉区とも無処理区

より42～46％重く，過湿処理がむしろ増収に働き，連作卜

とは巽なる結果を示した。－r実垂を連作上と水山上の無処

理区間で比較すると連作十は77％で，人豆の車咋連作で23

％減収したことになる。

（2）1989年の結果
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1）生育I孟：表1のとおり，連作上では7月12日の圭

茎真数は1葉区と3鷹匠で少なく．生体重は無処理区の70

～85％と軽い。7月2111及び9月2日の草丈は明らかに短

く，茎も細い。水口上では7JH211の草丈と／1ミ体重は3葉

区でやや大きいが，7月2日」には1次分枝数が少なく．9

月2日には草丈も短い。

2）成熟期の形態及び収星構成要素：形態調査は表2

のとおりで．連作」二の1袋区と3費区の草丈は短く．ト茎

節数は少なく．茎は細い。英数は無処理区の82～84％と少

ないが，百粒垂はやや重い。一方，水田l二の1糞こ区は無処

表1　生育調査

理区より一美柁数がやや多く．百粒重も重くr実重は9％

増加した。しかし．3菓区は主茎長が短く．英数は少なく．

百粒垂は軽くなっている。

3）収包：表2のとおりで．適作十では1柴区と3柴

区の全垂は無処理区の81～80％，子実竜は82～86％と明ら

かに減収した。水田トの場合，l菓区の全車と子実覇は無

処理区の116％と109％で増収に働いたが，3柴区は全電87

％と子実垂81％で明らかに減収した。r一実重を連作上と水

田1二の無処理区間で比較すると連作トは83％で，人砧の12

昨日の連作でも17％の減収にとどまった。

三式験

年 次

項 目　 試 験 区 19 8 8．7 ．2 ・ 19 89 ．7 ．12 1湖 ．7 ．2 9 ・ 198 9 ．7 ．2 1 9 ．3 ′－2

草 丈 璧 救 地 上 部 ・乾 物 屯 同 左 比 率 （％ ） 草 丈 ・次 分 枝 歓 茎 の 太 さ 草 丈

（cD ） （枚 ） （釘 P O り （無 処 理 対 比 ） （cm ） （本 ） （■l） （C℡）

1∈隠8 年

1 連 作 土 ・無 処 理 区 2 1 3 ．0 1．3 7 10 0 6 6 3 ．3 9 ．2 9 7

2　　　 ・ 1 頚 ＝ 区 22 3 ．0 L 5 7 1】5 5 6 1．3 8 ．3 9 7

3　　 ・．．早　 業 区 22 3 ．0 1，5 4 112 4 8 0．4 7 ．6 8 0

4 水 田 十 ・無 処 瑠 区 22 3 ．0 1．4 6 ld d 7 1 3 ．3 8 ．6 io テ

5　　　 ・ 1 蛮 区 22 2．9 1．4 7 10 1 7 1 3 ．3 8 ．8 1 15

6　　　 ・ 3　 蛮 区 2 1 3 ．0 】．3 5 92 7 4 2 ．8 9 ．0 1 18

1 9 8 9 年

日　 連 作 土 ・無 処 理 区 2 1 3 ．0 17 ．6 ※ 10 0 3 5 0 5 ．5 1 14

12　　　 ・ 1 柴 区 2 0 2 ．2 1 5．0 1：与 8 5 3 1 0 5 ．0 10 5

1 3　　　 ・ 3　 穂 医 19 2 ．0 12．2 ‡；i 7 0 3 1 0 5 ．0 10 7

14 水 田 土 ・無 処 理 区 22 3 ．0 2d ．9 畳 10 0 4 1 1‾．‾0 5 ．7 1 16

1 5　　　 ・ 1 簗 匡 22 2 ．8 18 ．9 ；表 9 0 4 1 0 ．6 5 ．7 1 17

16　　　 ・ 3　 童 区 2 4 3 ．0 2 2．1 葵 10 6 4 1 0 ．】 5 ．6 ‖ 2

注．遥：生体亜

姜2　成熟期の形態と収量構成要素 （単位：g／POt）

N 8
主 要 艮 羊 妾 節 歓 一 次 分 枝 数 茎 の 太 さ 英　 数 一 美 粒 歓 石 棺 巾

全 覗 椒 重 子 実 重
同　　 左

（C 皿 ） （節 ） （本 ） （m ） （偶 ／p o t ） （柏 ） （g ） （無 処 畔 対 比 ）（ガ ）

】 6 0 19 ．7 3 ．3 1 0 ．2 1 2 3 1 ．9 0 2 3 ．7 】0 4 ．5 3 7 ．7 5 5 ．5 1 0 0

2 5 6 1 8 ．2 1 ．5 9 ．5 9 0 1 ．8 6 2 L 7 6 8 ．2 2 2 ．3 3 6 ．3 6 5

3 4 2 1 7 ．8 2 ．0 9 ．1 8 2 Ⅰ．9 0 2 4 ．7 6 9 ．1 19 ，6 3 8 ．5 6 9

4 6 6 ね 0 4 ，7 1 0 ．4 1 6 3 Ⅰ．8 8 2 5 ．5 】ラ7 ．0 3 1 ．0 7 1 ．9 l b o

5 6 8 2 0 ．0 4 ．7 1 1 ．2 2 】7 1 ．9 R 2 3 ．7 1 蹴 ）．9 3 8 ．7 1 0 2 ．1 1 4 2

6 7 2 2 0 ．5 3 ．5 1 1 ．7 2 4 7 1 ．8 9 2 2 ．5 1 執 〕て 3 4 ．4 1 0 5 ．1 1 4 6

1 1 6 5 1 8 」 ■ 3 ．3 9 ．4 2 1 6 2 ．0 1 2 2 ．1 1 7 9 ．4 9 6 ．0 1 0 0

1 2 5 5 1 7 ．0 3 ．9 8 ．7 1 7 7 】．9 5 2 2 ．9 1 4 5 ．2 7 9 ．0 8 2

1 3 5 9 1 7 ．2 2 ．7 8 ．5 1 8 3 1 ．9 2 2 3 ．5 1 4 3 ．4 8 2 ．5 8 6

i A 6 8 17 ．8 4 ．1 慮．7 2 3 5 1 ．8 6 2 6 ．4 1 9 4 ．5 1 l r5 ．6 1 0 0

1 5 6 8 1 7 ．7 3 ．9 9 ．4 2 3 5 1 ．9 2 2 7 ．8 2 2 6 ．2 】2 5 ．5 1 0 9

1 6 6 6 1 7 ．6 3 ．7 9 ．0 2 1 8 1 ．9 5 2 2 ．1 1 6 9 ．3 9 ‘】．0 8 1

往．水分は％補正値．その他は嵐乾軋

以仁2か年の結果から，出芽勅から1柴期及び3盛期ま

で1二蟻を過混処理した場合，適作＿i二では草丈は短く．1次

分枝数・l二茎節数等は少なく，茎も細く，地卜部／圭青島及

び根垂等が減少し，子実重は明らかに低下した。この影響

は出芽期からl感動までが人きく，3盛期まで処理期間を

長くしても処理の影響度は変わらなかった。水出土の初作

目は1糞＝期まで処理した場合はむしろ生育舅を増し．増収

したが，3柴区は1988年に増収し．1989年は減収した。

1989年の場合は処理期間の気温がやや高めに経過したため

と思われる。

4　ま　　と　　め

人豆連作における収Uの年次変動要因を明らかにするた

め，出芽勅から本葉3度勅までの＿1二壌過鮎の影響を，人由

の連作1二と糾作目の水田上を比較しながら検討し，次の結

架を鮎た。

（1）人豆の出芽期から1葉斯及び出芽期から3菓期まで

上域を過湿処理した場合，連作1この子実重は無処理区に対

し1988年は65％～69％，1989年は82％～86％で，出芽親か

ら1染期までの処理の影響が人きかった。初作目の水臥1二

は1農期までの処理が2か年とも増収し．3盛期までの処

理は1988年は増収したが，H平均気温（処理期間）のtrい、

1989年は減収した。

（2）このことから大豆の／霊二百初期に長雨・一上壌過鮎の続

く印は，連作畑で減収が人きくなるものとみられた。
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